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管理者ガイド

VVAULT は、ストレージの仮想化を手軽に実現するソフトウェアです。
Windows OS 上にマウント可能なすべてのストレージを一つに統合して大容量の仮
想ストレージを構築することができます。また、ライブ・バックアップ、ライブ・リ
カバリ機能を設定することにより、冗長性の高いストレージを構築できます。

本書では、VVAULT の設定方法について説明しています。
詳しい使用方法については、オンラインマニュアルをご覧ください。

オンラインマニュアルの利用方法
　以下の URL へアクセスいただくことでオンラインマニュアルが参照できます。

　	 http://vvault.jp/manual/
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１ インターネットに接続できるパソコンから、以下の Web ページにアクセスし
ます。
https://vvault.jp/customers/

2 [ 無料ユーザ登録はこちら ] ボタンをクリックします。

カスタマーズ ･スクエアへ登録する
VVAULT Professional OEM をアクティベート（有効化）するためには、「VVAULT カスタマー
ズ ･ スクエアへの登録」が必要です。
カスタマーズ ･ スクエアでは、VVAULT についてのフォーラムやナレッジベースによる技術情
報の参照、登録済ライセンス情報、最新ソフトウェアなど VVAULT に関する情報がたくさん登
録されています。
登録することにより、有償版でしか得られない情報を参照できます。

クリック

ご注意
カスタマーズ・スクエアをご利用いただく前に以下で規約をご確認ください。
　https://vvault.jp/customers/index.php?func=user_terms_of_use
カスタマーズ ･ スクエアへの登録には、有効なメールアドレスが必要です。
※メールアドレス以外の個人情報は不要です。
VVAULT Professional OEM のライセンスはインストール先の対象機種個別の情報に結
び付けられます。いったん登録したライセンス情報を他の機種へ移すことはできません。
カスタマーズ ･ スクエアは無料で登録、ご利用いただけます。
登録前にパスワードをご用意ください。パスワードは 6 文字以上でアルファベットと数字の
混在文字列が必要です
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３ ①メールアドレス、パスワード欄に用意しておいたアドレス、パスワードを入
力します。
②文字認証欄には、崩れて表示されている画像を読み取って入力します。
　※うまく読み取れない場合は [ 別の画像を表示 ] をクリックしてください。
③すべて入力したら、[ 上記の内容で登録する ] ボタンをクリックします。
→登録受付が完了したら、「登録受付完了」画面が表示されます。

４ しばらくすると、登録したメールアドレス宛てに確認メールが届きますので、
記載されているリンクをクリックします。
→ユーザー登録完了画面が表示されます。

以上でカスタマーズ ･ スクエアへの登録は完了です。

①入力

②入力

③クリック

クリック
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VVAULTをインストールする
ここでは VVAULT をインストールする手順について説明します。
※ HDL-Z シリーズをお買い求めの場合は、すでにインストール済みのモデルがあります。その

場合は、【ライセンスを登録 / 更新する】(8 ページ ) へお進みください。
※本製品をインストールすると、装置の再起動が必要になる場合がありますので、ご注意ください。
※インストールには管理者権限が必要です。管理者権限を持つユーザーアカウントでログインし、

実行してください。

１ CD-ROM 内の「VVAULT-Setup-x64_x.x.x.exe」をダブル
クリックします。
インストーラーが起動します。
※ CD-ROM 内には、64bit OS 向けのみ準備しています。32bit 

OS 向けが必要な場合は、VVAULT カスタマーズ・スクエアよりダ
ウンロードしてください。(x.x.x部分はバージョンによって変わります。)

2 [ 次へ ] ボタンをクリックします。

３ 内容を確認し [ 使用許諾契約の全条項に同意します ] を選択し、[ 次へ ] ボタン
をクリックします。

クリック

②クリック

①選択

[次へ]ボタンをクリックすることにより、
お客様は本ソフトウェア使用許諾契約書
に同意されたものとみなされます。
同意できない条項がある場合は、[ キャ
ンセル ] ボタンをクリックし、インストー
ルを中止してください。
また本書末尾にも使用許諾契約書が記載
されています。印刷物で確認したい場合
はこちらでご確認ください。



6

4 インストール内容を選択し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。
ライブバックアップ機能、バックアップサーバ機能を後から設定する場合は [ ラ
イブバックアップ ]、［バックアップサーバ］のチェックを外してください。
すでにライブバックアップに利用可能なドライブが接続されている場合は、[ ラ
イブバックアップ ] をチェックします。
※ライブバックアップ機能、バックアップサーバ機能は後から設定することも可能です。

詳しくは【ライブバックアップの設定をする】(20 ページ )、【バックアップサーバ
機能を設定する】(28 ページ ) をご覧ください。

５ インストール先を選択し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。
※デフォルトでは「C: ￥Program Files ￥VVAULT」にインストールします。
※ VVAULT は、ファイルをデータベース管理します。インストール先にデータベース

を構築しますので、インストール先ドライブに十分な空き容量が必要です。

６ 仮想ドライブ用のデータベース保存先を選択し、[次へ]ボタンをクリックします。
※容量が小さいと、保存可能なファイル数に制約が出る場合があります。目安として、

30G バイト以上の空き容量が確保可能なドライブを選択してください。

②クリック

①選択

①選択

②クリック

①選択

②クリック

プログラムのインストール先と同じドライブを
選択した場合、左の画面が表示されますので、
問題なければ、[はい]ボタンをクリックします。
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７ [ インストール ] ボタンをクリックします。
→インストールを開始します。

8 以下の画面が表示されたら、[ インストール ] をクリックします。
※ VVAULT を構成する重要なドライバソフトです。必ずインストールしてください。

9 完了メッセージが表示されたら、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

10 再起動を促すメッセージが表示された場合は、[ はい、今すぐコンピューター
を再起動します ] を選択して、[ 完了 ] ボタンをクリックします。

以上でインストールは完了です。

クリック

クリック

②クリック

①選択

クリック
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ライセンスを登録 /更新する

ご注意
●登録したライセンスが失効すると、仮想ストレージへの保存ができなくなり、読み込み専

用となりますのでご注意ください。失効前に有効期限の警告メールが送信されますので、
あらかじめメール設定しておくことをおすすめします。メール設定については、【メール設
定をする】(41 ページ ) をご覧ください。

●ライセンス登録は、VVAULT が動作する NAS のみ設定が必要です。VVAULT の構成ド
ライブとして動作する NAS でのライセンス登録は必要ありません。

●ライセンス登録前は「VVAULT Basic」として機能します。Basic ライセンスは、増設
ドライブ数、クラウドバックアップ機能に制約があります。

● VVAULT Professional OEM ライセンスは、当社 HDL-Z シリーズにインストール済
みで出荷される専用のライセンスです。そのため、他 NAS やサーバーへの転用はできま
せんのでご注意ください。

ご注意
●初めてアクセスする場合、[ 信頼済みサイトへの登録確認 ] 画面が表示される場合がありま

す。この場合は以下のサイトについて、[ 追加 ] ボタンをクリックし、信頼済みサイトへ登
録してください。信頼済みサイトに設定しないと、一部機能が利用できなくなります。

　･ 信頼済みサイトへの追加サイト
		  https://127.0.0.1/
		  about:blank
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１ 設定する NAS にリモートデスクトップ接続し、［スタート］→［すべてのプ
ログラム］→［VVAULT］→［Administration］をクリックします。

２ ログイン画面が表示された場合、以下を入
力し、［ログイン］ボタンをクリックします。
アカウント名 Administrator
パスワード （Administrator のパスワード）

※ HDL-Z シリーズの場合、初期
パスワードは「admin」です。

３ ［システム設定］タブをクリックし、左側のツリーメニューから［ライセンス］
をクリックします。ライセンス画面が表示されますので、右上の［ライセンス
登録］ボタンをクリックします。

次に以下の該当するページへお進みください。
　→　インターネットに接続できる場合、次ページ
　→　インターネットに接続できない場合、12 ページ

②クリック

①クリック

③クリック

②クリック

①入力
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インターネットに接続できる場合
インターネットに接続できないネットワーク環境の場合は、【インターネットに接続で
きない場合】(12 ページ ) へお進みください。

１ [ ライセンスコードでの登録（オ
ンライン）] を選択し、[ 次へ ]
ボタンを押します。

２ VVAULT カスタマーズ ･ スク
エアへの [ ログイン ID] と [ パ
スワード]を入力し、[ログイン]
ボタンをクリックします。

３ [ ライセンスコード ] に、同梱のライセンス証書に記載されているライセンス
コードを入力し、[ 登録 ] ボタンをクリックします。

①選択

②クリック

②クリック

①入力

①入力

②クリック
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４ 登録内容を確認し、問題がなければ[登録]
ボタンをクリックします。

５ 登録が完了すると以下のメッセージが表
示されますので、[閉じる]ボタンをクリッ
クします。

６ ライセンス情報が更新されますので、内容を確認します。

以上でライセンス登録は完了です。

クリック

クリック
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インターネットに接続できない場合

１ [ オフライン ] を選択し、[ 次へ ] ボタンを
押します。

２ [ 識別ファイルのダウンロード ] を選択し、
[ 次へ ] ボタンをクリックします。

３ [ ライセンスコード ] に、同梱のライセンス証書に記載されているライセンス
コードを入力し、[ 識別ファイル生成 ] ボタンをクリックします。

４ [ 保存 ] ボタンをクリックし、識別ファイ
ルを保存し、オフライン登録のダイアログ
を閉じます。

①選択

②クリック

①選択

①入力

②クリック

②クリック

クリック
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５ インターネットに接続可能なパソコンへ識別ファイルをコピーします。

６ 手順５のパソコンで、VVAULT カスタマーズ ･ スクエア（https://vvault.
jp/customers/）へアクセスします。
ログイン項目に登録したメールアドレスとパスワードを入力し、[ ログイン ]
ボタンをクリックします。

７ [ オフライン登録 ] ボタンをクリックします。

8 [ 参照 ] ボタンをクリックし、手順４で保
存した識別ファイルを指定し、[ 決定 ] ボ
タンをクリックします。

クリック

①入力

②クリック

②クリック

①クリックして指定
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９ アクティベート内容を確認し、[ 決定 ] ボ
タンをクリックします。

10 [ ダウンロード ] ボタンをクリックし、ラ
イセンスファイルを保存します。
保存したら、[ ログアウト ] するか、Web
ブラウザーを閉じます。

1１再び、ライセンス登録する対象機にて VVAULT Administration 画面を表示
します。（５ページの手順 1 ～３参照）

12 [ オフライン ] を選択し、[ 次へ ] ボタンを
押します。

13 [ ライセンスファイルのアップロード ] を
選択し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

クリック

クリック

①選択

①選択

②クリック

②クリック
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14 [ 参照 ] ボタンをクリックし、手順 10 で
保存したライセンスファイルを指定し、
[ 登録 ] ボタンをクリックします。

15 [OK] ボタンをクリックします。

16 [ 閉じる ] ボタンをクリックします。

17 ライセンス設定の表示内容が更新されたことを確認します。

以上でライセンス登録は完了です。

②クリック

①クリックして指定

クリック

クリック
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ライセンスを更新する
VVAULT Professional OEM は、登録したライセンスに利用期限が設定されてい
ます。
利用期限が経過すると、仮想ストレージへの保存ができなくなり、読み込み専用とな
ります。
この場合でも、更新ライセンスをご購入いただき、上記のライセンス登録手順を実施
いただくことで再び読み書き可能となります。
更新ライセンスはライセンスが有効な状態においても適用可能で、更新ライセンスに
指定されている期間分、利用期限が延長されますので、お早めに更新手続きをお願い
します。

更新ライセンスのお求めは、本製品をご購入になられた販売店までご相談ください。
お客様が現在ご利用中のライセンスによって、用意するものが異なります。

　　　VVAULT Professional OEM ライセンスの更新用
VVAULT-OEM-1Y 更新ライセンス（1 年）
VVAULT-OEM-2Y 更新ライセンス（2 年）
VVAULT-OEM-4Y 更新ライセンス（4 年）
※ VVAULT Professional の場合、OEM ライセンスは適用できません。

ご注意
●ご利用中のライセンスが不

明の場合は、VVAULT 管
理画面の［システム設定］
→［ライセンス］をクリッ
クし、表示されるライセン
ス情報から「ライセンス名」
をご確認ください。
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VVAULTを使ってみる
ストレージを追加する

１ ［スタート］→［すべてのプログラム］→［VVAULT］→［Administration］
をクリックします。

２ ログイン画面が表示された場合、以下を入
力し、［ログイン］ボタンをクリックします。
アカウント名 Administrator
パスワード （Administrator の パ ス

ワード）
※ HDL-Z シリーズの場合、

初期パスワードは「admin」
です。

３ ［仮想ドライブ］タブをクリックし、ドライブ追加アイコンをクリックします。
→［ストレージ追加］画面が表示されます。

②クリック

①クリック

②クリック

①入力
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４ ストレージ追加の設定をして、[ 決
定 ] ボタンをクリックします。

種類 追加するドライブをどのティア（下の
【「ティア」とは？】参照）に割り当て
るかを指定します。

ストレージ名 任意のわかりやすい名前を付けます。
管理対象パス 実際のドライブやフォルダーを指定し

ます。画面例では、D ドライブ全体を
指定しています。
NAS を仮想ドライブに追加する場合
は、 NAS のパスを指定します。
例えば 、landisk というホスト名
の NAS にある、disk という共有フォ
ルダーを追加する場合は、

「￥￥landisk￥disk」と入力します。
※ホスト名の部分は、IP アドレスでも 
　指定できます。

コメント 必要に応じて入力します。
ネットワーク
ストレージへ
の接続

アクセス先の共有フォルダーにユー
ザー認証が必要な場合は、[ ユーザ名と
パスワードを使用する ] にチェックし、
[ ユーザ名 ] と [ パスワード ] を入力し
ます。
・ユーザ名
　IP アドレスまたはホスト名￥ユーザ名
・パスワード
　ユーザパスワード

５ 選択したティアにハードディスクが追加さ
れたことを確認します。

これでストレージが追加されました。
次ページへお進みください。

参考　「ティア」とは？
● VVAULT ではストレージに「ティア」という優先順位を設定できます。 

ティアには 4 段階あり、ストレージの速度に応じて『最速』、『高速』、『中速』、『低速』が選択できます。
VVAULT は書き込み要求があった時に『最速』に優先的に書き込みます。また、ティアリング機能によっ
て、良く使うファイルは『最速』ドライブに、あまり使わないファイルは速度の遅いドライブに自動的に
再配置し、効率よいストレージ利用ができるようにします。 
内蔵ドライブや eSATA 接続ハードディスクは最速、USB ストレージは高速～中速、NAS は低速に設
定すると良いでしょう。

②クリック

①設定

確認
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仮想ドライブをマウントする
はじめてハードディスクを追加した場合は、この仮想ドライブが使えるように [ マウ
ント ] を行います。マウントすることにより、仮想ドライブがドライブ V として利用
できるようになります。

１ 画面右上の［仮想ドライブボタン］が 「Unmount」になっていることを確認し、
クリックします。

２ ［OK］ボタンをクリックします。

３ 共有サービスが停止しますので、誰
も本製品にアクセスしていないこ
とを確認してから、[OK] ボタンを
クリックします。

４ マウントが完了すると、アンマウントの警告メッセージと、仮想ドライブ V に
表示されていた停止マークが消えます。

これで仮想ドライブ V が利用できます。
仮想ドライブ V 上に共有フォルダーを作成すると、仮想ストレージ環境をユーザーが
利用できます。

クリック

クリックご注意
●本製品上のファイルを編集しているときに

[OK] ボタンをクリックすると、編集中の
ファイルが失われる場合があります。

クリック
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ライブバックアップ機能とは、仮想ドライブを監視し、変更データを自動的にバック
アップドライブへ複製する機能です。最新状態のバックアップを意識することなく取
ることができます。
あらかじめバックアップ用のハードディスクを接続し、どのドライブが割り当てられ
ているか確認しておきます。以下の例では増設したハードディスクにドライブ E が割
り当てられており、このドライブ E をバックアップドライブとして利用する設定方法
について説明しています。

ライブバックアップを設定する
１ 対象となる NAS へリモートデスクトップ接続し、[ スタート ] → [ コントロー

ルパネル ] → [ プログラムのアンインストール ] をクリックします。

２ [VVAULT] を選択し、[ 変更 ] をク
リックします。

３ [ 変更 ] を選択し、[ 次へ ] ボタンを
クリックします。

①選択

②クリック

①選択

②クリック

ライブバックアップの設定をする
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４ [ ライブバックアップ ] にチェック
をつけ、[ 次へ ] ボタンをクリック
します。

５ バックアップ保存先フォルダーを
選択し、[ 次へ ] ボタンをクリック
します。
冗長性を高めるため、増設したハー
ドディスクにバックアップ保存先
フォルダーが設定されるようにし
ます。
→設定を開始します。しばらくお待

ちください。

６ [ 次へ ] ボタンをクリックします。

７ バックアップフォルダーの準備を
します。
エクスプローラでバックアップ先
のドライブを開き、バックアップ用
のフォルダーを作成します。
例では、ドライブ E に新しいフォ
ルダー [backup] を作成していま
す。

②クリック

①選択

クリック

作成

②クリック

①チェック
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８ ［スタート］→［すべてのプログラム］→［VVAULT］→［Administration］ 
をクリックします。

９ ログイン画面が表示された場合、以下を入
力し、［ログイン］ボタンをクリックします。
アカウント名 Administrator
パスワード （Administrator の パ ス

ワード）
※ HDL-Z シリーズの場合、

初期パスワードは「admin」
です。

10 ライブバックアップタブをクリックし、［ドライブ追加ボタン］をクリックし
ます。

１１ バックアップストレージ追加の設
定をして、[ 決定 ] ボタンをクリッ
クします。

種類 追加するドライブをどのティアに割
り当てるかを指定します。

ストレージ名 任意のわかりやすい名前を付けます。
管理対象パス 手順７で作成したバックアップフォ

ルダーを指定します。
コメント 必要に応じて入力します。
※詳しくは、18 ページの手順４を参照

②クリック

①設定

②クリック

①入力

②クリック

①クリック
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12［ローカルバックアップボタン］が OFF になっていることを確認し、［ローカル
バックアップボタン］ をクリックします。

１３ [OK] ボタンをクリックします。

バックアップが開始されると、「バックアップ実行中」と表示されます。
「バックアップ実行中」と表示されている間は、データのバックアップ中ですので、本
製品の電源を切らないでください。

クリック

クリック
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ライブリカバリについて
ライブリカバリは、ライブバックアップが有効になると自動的に有効になります。
仮想ドライブの構成ドライブに障害が発生してアクセスできなくなったとき、ライブ
リカバリ機能によりバックアップドライブから仮想ドライブへ自動復旧しながらサー
ビスを継続します。

例えば、以下のように仮想ドライブが構成されており、バックアップドライブとして
構成ドライブ F:、構成ドライブ G: が設定されているとします。
仮想ドライブ V: に記録されたファイルは、構成ドライブ D: に保存されると同時にラ
イブバックアップ機能によりドライブ F: にも保存されます。

この状態で構成ドライブ D: に障害が発生し、ドライブ D: に保存されていたファイル
にアクセスができなくなった時の動作について説明します。

ユーザーが仮想ドライブ V: を通して、障害が発生した構成ドライブ D: に保存された
ファイルにアクセスをした場合、VVAULT は構成ドライブ D: にアクセスできないこ
とを検知します。
この時に「ライブバックアップ機能」が働きます。

仮想ドライブV:

構成
ドライブ
D:

構成
ドライブ
E:

バックアップドライブ

構成
ドライブ
F:

構成
ドライブ
G:

仮想ドライブV:

構成
ドライブ
D:

構成
ドライブ
E:

バックアップドライブ

構成
ドライブ
F:

構成
ドライブ
G:

×
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VVAULT は、バックアップドライブにユーザーからリクエストのあったファイルがな
いか確認し、ファイルが存在する場合は、そのファイルを他の構成ドライブ（この例
ではドライブ E:）に復元します。その後、復元したファイルをユーザーに提供します。

この流れにより、仮想ドライブ V: のサービスを継続しながら、壊れてしまった構成ド
ライブ D: に保存されていたファイルをリアルタイムに復元することができます。この
一連の流れを「ライブリカバリ」と呼びます。

仮想ドライブV:

構成
ドライブ
D:

構成
ドライブ
E:

バックアップドライブ

構成
ドライブ
F:

構成
ドライブ
G:

ご注意
●ライブリカバリ機能では、正常にバックアップがとられていても構成ドライブすべてが壊

れている場合には復元できません。（復元保留状態となります。） 
この場合は、いったん構成ドライブを取り外し、新しいドライブを追加構成してください。
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「Bizシンプルディスク バックアップタイプ」にバックアップする
VVAULT で作成した仮想ドライブ（V:）を、NTT コミュニケーションズ株式会社の
クラウドサービス「Biz シンプルディスク バックアップタイプ」にバックアップする
ことができます。
※「Biz シンプルディスク バックアップタイプ」は 、NTT コミュニケーションズ株式会社の提

供する有償のクラウドサービスです。
※この機能を利用する場合、ライブバックアップ機能を有効にしておく必要があります。

１ 管理画面の [ ライブバックアップ ]
タブをクリックし、左のメニュー
から [ クラウドバックアップ ] をク
リックします。

２ [ バックアップサーバ URL]、[ パスワード ] に、「Biz シンプルディスク バックアッ
プタイプ」の開通案内にある [ アドレス ]、[ パスワード ] を入力して、[ 接続テスト ]
ボタンをクリックします。

３ [OK] ボタンをクリックします。
→接続テストを開始します。

②クリック

①クリック

②クリック

①入力

クリック
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４ 「接続に成功しました」と表示され
たら、設定情報が正しく入力されて
います。[OK] ボタンをクリックし
ます。
※失敗する場合は、再入力し接続テスト

をお試しください。

５ 画面上の [ 適用 ] ボタンをクリックします。

６ 画面上の [ クラウドバックアップ ] をクリックして [ON] にします。

以上で設定は完了です。

クリック

クリック

ON にする

ご注意
●クラウドバックアップ機能では、HTTPS ポート（443/TCP）を利用します。そのため、

上記機能をご利用になる場合は、HTTPS 通信が利用可能である必要があります。
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バックアップサーバ機能を設定する
ここでは、以下の図のように本社の VVAULT から、インターネットを経由して、拠
点の VVAULT にバックアップする方法について説明します。

例では、本社側の VVAULT がバックアップクライアント、拠点側の VVAULT がバッ
クアップサーバーとして機能します。						    
あらかじめ、バックアップサーバー側について以下の設定が必要です。
・拠点側のルーターに 443/TCP を VVAULT バックアップサーバへポートフォワー

ドする設定が必要です。
※通信プロトコルは HTTPS（443/TCP）を利用しますが、ポート番号は任意に設定可能です。

その場合は、サーバー・クライアント両方でポート番号を合わせてご利用ください。
・拠点側のルーターの IP アドレスまたは DNS 名が必要です。

バックアップサーバー側を設定する
※画面は Windows Server 2008 R2 の例です。

・Windows ファイアウォールの設定を変更する

１ スタートメニューから、［管理ツール］→［セキュリティが強化された 
Windows ファイアウォール］をクリックします。

２ 画面右の受信の規則で [ 新しい規
則 ] をクリックします。

拠点

VVAULT バックアップ
サーバー

インターネット

本社

VVAULT バックアップ
クライアント

ルーター ルーター

クリック
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3 [ ポート ] を選択し、[ 次へ ] ボタン
をクリックします。

４ [ プロトコルおよびポート ] を設定
します。
① [TCP] を選択します。
② [ 特定のローカルポート ] を選択 
　し、[443] を入力します。
③ [ 次へ ] ボタンをクリックします。

５ [ 接続を許可する ] を選択し、[ 次へ ]
ボタンをクリックします。

６ すべてにチェックし、[ 次へ ] ボタ
ンをクリックします。

②クリック

①選択

①選択

③クリック

②選択、入力

②クリック

①選択

②クリック

①チェック
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7 分かりやすい [ 名前 ]、[ 説明 ] を入
力し、[ 完了 ] ボタンをクリックし
ます。

以上で、Windows ファイアウォールの設定変更は完了です。

・バックアップサーバーを設定する

１ スタートメニューから、［コントロールパネル］→［プログラムのアンインストー
ル］をクリックします。

２ プログラム一覧から [VVAULT] を
選択し、[ 変更 ] をクリックします。

３ [ バックアップサーバ ] にチェック
し、[ 次へ ] ボタンをクリックしま
す。

このあと、画面の指示にしたがってインストールしてください。
その後、次ページへお進みください。
※本製品の再起動が必要になる場合があります。

②クリック

①入力

①選択

②クリック

②クリック

①チェック
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４ VVAULT 管理画面を開き、[ バックアップサーバ ] タブをクリックします。

５ [ サーバ証明書 ] タブをクリックし、[ サーバ証明書インストール ] をクリック
します。
※インターネットにアクセスできる環境が必要です。

６ [ 次へ ] ボタンをクリックします。

７ カスタマーズ・スクエアの [ ログイ
ン ID]、[ パスワード ] を入力し、[ ロ
グイン ] ボタンをクリックします。

クリック

②クリック

①クリック

②クリック

②クリック

①入力
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８ サーバ証明書の情報を入力し、[ 決
定 ] ボタンをクリックします。
※すべての項目が必須項目となります

ので、必ず入力してください。
→証明書のインストールをします。

コモンネーム インターネットからアクセスで
きる、IP アドレスまたはホスト
名を入力します。

（例： vvault1.iodata.jp など）
バックアップクライアント側で
は、このコモンネームを接続先
情報に使用します。

組織名 会社名を入力します。
部門名 部課名を入力します。
市区町村名 市区町村名を入力します。
都道府県名 都道府県名を入力します。

９ [ 閉じる ] をクリックします。
インストールされた証明書情報が
表示されます。

10 [ サービス設定 ] タブをクリックし、バックアップ設定時に使用するパスワー
ドを入力して、[ 適用 ] ボタンをクリックします。

1１画面上の [ バックアップサーバ ] をクリックして「ON」にします。

以上でバックアップサーバ側の設定は完了です。

②クリック

①入力

ご注意
●コモンネームは、バックアップクライア

ント側の設定において接続先サーバー名
に使用します。ここで登録した以外のサー
バー名ではバックアップサーバーにアク
セスできませんのでご注意ください。

クリック

①クリック
②入力

③クリック

ON にする
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バックアップクライアント側を設定する

１ VVAULT 管理画面を開き、[ ライブバックアップ ] → [ クラウドバックアップ ]
をクリックします。

２ クラウドバックアップの設定を入力し、[ 接続テスト ] ボタンをクリックします。

バックアップサーバ URL バックアップサーバ側で設定したコモンネームを入力します。
パスワード バックアップサーバ側で設定したパスワードを入力します。

３ [OK] ボタンをクリックします。
→接続テストを開始します。

４ 「接続に成功しました」と表示され
たら、設定情報が正しく入力されて
います。[OK] ボタンをクリックし
ます。
※失敗する場合は、再入力し接続テスト

をお試しください。

①クリック

②クリック

②クリック

①入力

クリック

クリック
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５ 画面上の [ 適用 ] ボタンをクリックします。

６ 画面上の [ クラウドバックアップ ] をクリックして [ON] にします。

以上で設定は完了です。

クリック

ON にする
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構成ドライブを取り外す場合
仮想ドライブとして組み込まれている構成ドライブを取り外す方法について説明しま
す。
例として、VVAULT に以下の環境が設定されているものとし、この状態から USB 外
付けドライブを取り外します。
・仮想ドライブ（V:）

種類 構成ドライブ ストレージ名
高速ドライブ 内蔵ドライブ InternalRAID
中速ドライブ USB 外付けドライブ USB HDD

１ [ 仮想ドライブ ] タブをクリックし、[ ドライブ削除 ] ボタンをクリックします。
［ストレージ取り外し］画面が表示されますので、取り外すストレージを選択し、
［決定］ボタンをクリックします。

２ [OK] ボタンをクリックします。
→データの移動が始まります。

②クリック

④クリック

クリック

①クリック

③選択



36

VVAULT は該当のドライブ内にデータが存在していないかどうかを確認します。
取り外したいハードディスク内にデータが存在する場合、そのまま取り外してしまう
とそのデータにアクセスできなくなってしまいますので、VVAULT では取り外すドラ
イブ内のデータを他の構成ドライブに移動したのちに取り外します。

そのため取り外し処理に掛かる時間は、取り外し対象のハードディスク内にどれだけ
データがあるかによって変動します。（ドライブ内に数テラバイトという巨大なデータ
が存在する場合、移動に数日かかる場合があります。）
以下の表示の間はデータの移動処理中ですので、絶対にケーブルを抜かないでくださ
い。

完了すると以下ように表示されます。

該当ハードディスクがリストから消えていることを確認します。
VVAULT（V:）をクリックすると、VVAULT の容量変化を確認できます。

以上で取り外し処理は完了です。

確認
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古い NAS 内のデータを VVAULT の仮想ドライブに移行する手順について説明しま
す。あらかじめ仮想ドライブが構成されている必要がありますので、まだ構成してい
ない場合は、【VVAULT を使ってみる】(17 ページ ) をご確認のうえ、仮想ドライ
ブを構成してください。

以下の例は、「LANDISK-123456」という名前の LAN DISK 内の共有フォルダー
「disk1」を仮想ドライブに取り込みます。

NASを仮想ドライブに組み入れる
１ [ 仮想ドライブ ] タブをクリックし、

ドライブ追加ボタンをクリックしま
す。

２ NAS の接続情報を入力し、[ 決定 ]
ボタンをクリックします。

種類 [ 低速ストレージ ] を選択します。
ストレージ名 任意のわかりやすい名前を付けます。

仮想ドライブ（V:）上にストレー
ジ 名 の フ ォ ル ダ を 生 成 し ま す の
で、V: ド ラ イ ブ に 存 在 し な い 名
前を付けてください。この例では

「￥ ￥landisk-123456 ￥disk1」 と
入力します。
※ホスト名の部分は、 IP アドレスで 
　も入力できます。

管理対象パス 「￥￥ホスト名￥共有名」形式で組み込
みたい NAS の共有フォルダを指定
します。

コメント 必要に応じて入力します。
ネットワークス
トレージへの接
続

アクセス先の共有フォルダーにユー
ザー認証が必要な場合は、[ ユーザ名
とパスワードを使用する ] にチェッ
クし、[ ユーザ名 ] と [ パスワード ]
を入力します。
・ユーザ名
　IP アドレスまたはホスト名￥ユーザ名
・パスワード
　ユーザパスワード

古いNASからデータを移行する

①クリック

②クリック

①設定

②クリック
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ご注意　
●取り込み中に以下のエラーメッセージが表示される場合

このエラーメッセージは組み込み先に同名のユーザーが存在しない場合に表示されます。（OS 
により出荷時設定が異なります。）
この場合は、以下の手順でユーザーを追加し、管理画面から手動で取り込み操作を実施してく
ださい。
①コマンドプロンプトを起動し、
　以下のように入力します。
	 net user nobody /add
	 net localgroup nogroup /add

②管理画面から NAS を選択し、
　[ 取り込む ] ボタンをクリックします。

②クリック

①選択

３ [OK] ボタンをクリックします。

クリック
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４ 取り込みが始まると、以下のように表示されます。
フォルダー・ファイルの構成状況により所要時間は変動します。
ここでは NAS 内のフォルダー・ファイル配置状況を取得し、仮想ドライブに登録して
います。（実際のファイル移動は行っていません。）
この時点で仮想ドライブ（V:）には「NAS」というフォルダーが作成されており、ユーザー
は NAS フォルダーにアクセスすることで、NAS 内のデータにアクセスすることができ
るようになります。

完了すると以下の画面が表示されます。

つづいて、以下にお進みください。

NASの取り外しをおこなう
方法は、【構成ドライブを取り外す場合】(35 ページ ) をご覧ください。
取り外し処理を行うと、NAS 内のすべてのデータを仮想ドライブに移動します。
NAS 内に大量にデータがある場合、移動が完了するまで数日かかる場合があります。
なお、その間も通常通り仮想ドライブ（V:）からすべてのファイルにアクセスできます。
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アップデートする
VVAULT の新しいバージョンがリリースされた場合のアップデート方法について説明
します。VVAULT カスタマーズ ･ スクエアへ登録すると、新しいバージョンのリリー
スの度に案内メールが届きます。新しいバージョンはバグ修正だけでなく、機能拡張
が含まれている場合がありますので、内容をご確認のうえ適用ください。

１ カスタマーズ ･ スクエアから新しいバージョンの実行ファイルを入手します。
32bit 版と 64bit 版がありますので、システムに合った方を入手してくださ
い。（VVAULT Professional OEM の場合は、64bit 版をご利用ください。）

２ 対象機上に新しいバージョンの実行ファイルをコピーし、実行します。

３ [ 次へ ] ボタンをクリックします。
→アップデートが始まります。

４ 右 の 画 面 が 表 示 さ れ た 場 合 は、 
[ インストール ] ボタンをクリック
します。

５ インストールが完了後、NAS の再起動を求められる場合があります。この場
合は NAS を再起動してください。

以上で、アップデートは完了です。

ご注意　
●アップデート適用後、NAS の再起動が必要な場合がありますので、影響の少ない時間帯に

実行してください。

クリック

クリック



41

メール設定をする
VVAULT の動作において、警告やエラーが発生した場合にメールで通知する機能があ
ります。ここではメールの設定方法について説明します。

１ ［システム設定］タブをクリックし、［レポートメール］をクリックします。

２ [ レポートメールを送信する ] にチェックし、必要な項目を入力して、[ 適用 ]
ボタンをクリックします。
送信されるメールについては、【送信メール一覧】(46 ページ ) をご覧ください。

送信先アドレス メール送信先のメールアドレスを設定します。
複数の送信先を指定するには「；（セミコロン）」で区切って入力します。

送信元アドレス メールの発信者を指定します。未入力の場合は送信先アドレスが利用されます。
SMTP サーバー名 メール送信サーバー（SMTP サーバー）を指定します。
ポート番号 メール送信に利用するポート番号を入力します。
▼ SMTP サーバーが認証を必要とする場合
ユーザ名 SMTP サーバーとの認証に利用するユーザ名を入力します。
パスワード SMTP サーバーとの認証に利用するパスワードを入力します。
保護された接続 SMTP サーバーとの通信に SSL 通信が必要な場合は「SSL を使用」を選択します。

以上で、メール設定は完了です。

②クリック

①チェック ③クリック
②設定

①クリック
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メッセージ一覧
区分 メッセージ 原因および対応方法 エラーコード

ログイン ライセンスが失効しています 登録されているライセンスが無効な状態です。有効なライセンスを再
登録してください

-

仮想ドライブサービスにアクセスできません サービス
が開始しているか確認してください

仮想ドライブサービスが正常に起動されていない状態です。Windows
のサービス一覧より、VVAULTVirtualDriveService を開始／再起動し
てください

-

ログインエラー　アカウント名とパスワードを再度確
認してください

認証に失敗したため、ログインできませんでした。インストールマシ
ンにて管理者権限を持つアカウント名とそのパスワードを入力してく
ださい

-

ログインしてください 接続がタイムアウトしています。再ログインしてください -

ストレージ 管理対象パスを入力してください 管理パスが未入力のため、追加できませんでした。管理パスを入力し
てください

-

ストレージ名を入力してください ストレージ名が未入力のため、追加できませんでした。ストレージ名
を入力してください

-

ストレージ名の終端にピリオドを使用することは出来
ません

ストレージ名の最後がピリオドのため、追加できませんでした。スト
レージ名を変更してください

BU1208
BU2206
SU0608
SU0706

これらの文字をストレージ名に使用することは出来ま
せん：（使用不可能な文字セット）

ストレージ名として使用できない文字（< > | : * ? \ / など）が含ま
れているため、追加できませんでした。ストレージ名を変更してくだ
さい

BU1207
BU2204
SU0607
SU0704

コメントに 256 文字以上入力されています コメントの文字数が制限を超えているため、追加できませんでした。
256 文字以内で入力してください

-

ユーザ名を入力してください ネットワークストレージへの接続でユーザ名とパスワードを使用する
がチェックされている状態で、ユーザー名が未入力のため、追加でき
ませんでした。ユーザ名を入力してください

-

認証に失敗（アクセス拒否など）しました 指定されたパスへの接続に失敗したか、パスに対してフルコントロー
ル権限がないため、追加できませんでした。接続情報または権限を確
認してください

BU1203
SU0603

上位パスが既に登録されています 指定されたパスに登録済みのストレージの管理対象パスが含まれてい
るため、追加できませんでした。管理対象パスに別のパスを指定して
ください

BU1202
SU0602

下位パスが既に登録されています 指定されたパスが登録済みのストレージの管理対象パスに含まれてい
るため、追加できませんでした。管理対象パスに別のパスを指定して
ください

BU1202
SU0602

上位パスが既にバックアップストレージに登録されて
います【パス情報】

指定されたパスにバックアップストレージとして登録済みの管理対象
パスが含まれるため、追加できませんでした。管理対象パスに別のパ
スを指定してください

SU0615

下位パスが既にバックアップストレージに登録されて
います【パス情報】

指定されたパスがバックアップストレージとして登録済みの管理対象
パスに含まれるため、追加できませんでした。管理対象パスに別のパ
スを指定してください

SU0614

仮想ドライブ下に同名ファイルが存在するため、取り
込みを行うことができません。
ストレージ名またはファイル名を変更してから取り込
みを行ってください。

仮想ドライブルート直下にストレージ名と同名のファイルが存在する
ため、取り込みできませんでした。既存のファイル名を変更するか、
ストレージ名を変更してください

SU0807

バックアップストレージに同一パスが既に登録されて
います【パス情報】

指定されたパスはバックアップストレージとして登録済みのため、追
加できませんでした。管理対象パスに別のパスを指定してください

SU0613

管理対象パスにアクセスできません 指定されたフォルダにアクセスできない状態のため、追加できません
でした。ストレージの接続を確認してください

BU1201
SU0601

管理対象パスにコンテンツが存在するためバックアッ
プストレージとして追加できません

指定されたフォルダが空でないため、追加できませんでした。空のフォ
ルダを指定してください

BU1214

管理対象パスにシステムフォルダを指定することは出
来ません

指定されたパスにシステムフォルダ（C:\Windows など）のパスが含
まれているため、追加できませんでした。管理対象パスを変更してく
ださい

BU1210
SU0610

管理対象パスに仮想ドライブを指定することは出来ま
せん

管理対象パスが仮想ドライブ上にあるため、追加できませんでした。
管理対象パスを変更してください

BU1209
SU0609

管理対象パスのフォルダが存在しません 指定されたフォルダが存在しないため、追加できませんでした。管理
対象パスに存在するフォルダを指定してください

BU1211
SU0611

管理対象パスを相対パスで指定することは出来ませ
ん：（指定された相対パスのフルパス）

指定されたパスが相対パス（.\foo\bar、..\foo\bar など ) のため、追
加できませんでした。管理対象パスにフルパス（D:\foo\bar など）を
指定してください

BU1212
SU0612

現在のライセンスではこれ以上ストレージを追加する
ことは出来ません

ストレージ数制限により、ストレージを追加できませんでした。ライ
センスを確認してください

BU1204
SU0604
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【失敗原因の詳細】 表示されているエラーのため、追加できませんでした。原因を確認し
てください

BU1206
BU2203
SU0606
SU0703
SU1200

ライセンス制限によりこの処理は実行できません ライセンスが失効しているか操作が制限されているため、追加できま
せんでした。ライセンスを確認してください

BU1205

全てのストレージに規定の空き容量がありません 指定されたパスの既存データが仮想ドライブ構成ストレージの空容量
を超えるため、追加できませんでした。仮想ドライブのバッファーサ
イズを変更するか、十分空のあるストレージを追加してください

BU1202
SU0602

同一ストレージ名が既に登録されています 登録済みのストレージと同名のストレージが存在するため、追加でき
ませんでした。別のストレージ名を入力してください

BU1202
BU2202
SU0602
SU0702

同一パスが既に登録されています 指定されたパスは登録済みのため、追加できませんでした。別のパス
を登録してください

BU1202
SU0602

取り込み先フォルダの作成に失敗しました：【エラー
原因】

仮想ドライブルート直下にストレージ名と同名のファイルが存在する
ため、取り込みできませんでした。既存のファイル名を変更するか、
ストレージ名を変更してください

SU0801

アカウント情報差し替えに失敗しました ネットワークストレージに存在するユーザがシステムに存在しないた
め、取り込みに失敗しました。同名のユーザアカウントをシステムに
作成してください

SU0805

このストレージ内のデータを退避するための空き容量
がありません

仮想ドライブの構成ストレージに取り外しに必要となる空き容量がな
いため、取り外しできませんでした。空き容量のあるストレージを追
加してください

BU1601
SU0901

このストレージを取り外すにはデータの退避先となる
ストレージが最低 1 つ必要です

他のストレージが１つもない状態のため、取り外しできませんでした。
十分空き容量のあるストレージを追加し取り外しを実行するか、仮想
ドライブをアンマウント後に強制取り外ししてください

BU1605
SU0905

このストレージを取り外すには仮想ドライブのアンマ
ウントが必要です

他のストレージが１つもなく、仮想ドライブがマウントされている状
態のため、取り外しできませんでした。仮想ドライブをアンマウント
後に強制取り外ししてください

SU0906

アクセス失敗 ストレージに接続できない状態のため取り外しできませんでした。接
続の問題を解消してください

SU0900
BU1600

テストに失敗しました
【失敗原因の詳細】

表示されているエラーのため、テストできませんでした。原因を確認
してください

BU1500

指定されたストレージは存在しません 指定されたストレージが存在していない状態です。更新ボタンをク
リックし、最新の状態を確認してください

BU1301
BU1501
BU1604
SU0501
SU0701
SU0904
SU1201

このストレージはアクセス可能な状態ではありません ストレージに接続できない状態のため取り外しできませんでした。接
続の問題を解消してください

BU1602
SU0802

ストレージに接続できません ストレージに接続できない状態です。接続の問題を解消してください -

（ストレージ名）バックアップストレージに接続でき
ません

ストレージにアクセスできない状態です。ストレージの接続を確認し
てください

-

バックアップに接続できません バックアップサービスに接続できないため、追加できませんでした。
Windows サービス一覧より、VVAULTBackupService の状態や、ファ
イヤーウォール、セキュリティソフトなどのセキュリティレベルを確
認してください

BU1250
BU1650
BU2550
BU2750

「【ボリュームラベル】」とデータを同期中・・・ 取り込みを実行している状態です。処理が終わるまでお待ちください -

「【ボリュームラベル】」とデータを同期中にエラーが
発生しました

エラーのため、ストレージの取り込みに失敗しました。エラーログよ
り問題を解決してください

-

ストレージを取り外し中・・・ 取り外しを実行している状態です。処理が終わるまでお待ちください -

ストレージを取り外し中にエラーが発生しました ストレージの取り外しに失敗しました。エラーログより問題を解決し
てください

-

【ストレージ名】バックアップストレージを取り外し
中…

取り外しを実行している状態です。処理が終わるまでお待ちください -

【ストレージ名】バックアップストレージを取り外し
中にエラーが発生しました

ストレージの取り外しに失敗しました。エラーログより問題を解決し
てください

-

このストレージは別の処理を実行中です 指定されたストレージが別の処理を実行しているため、取り外しでき
ませんでした。処理完了後、実行してください

SU0803

SU0903

システムリカバリが実行中です システムリカバリが実行中のため、操作を実行できませんでした。処
理が終わるまでお待ちください

BU1607
SU0806
SU0907

ストレージの使用容量が制限値を越えました ストレージの物理使用量が 80％を超えています。他のストレージの
空き容量を確認し、不足している場合はストレージを追加し、ティア
リングによって状態が解消されるまでお待ちください

-

ストレージを追加してください 指定の階層にストレージがない状態です。必要に応じてストレージを
追加してください

-

同期中にストレージ名を変更することは出来ません ストレージが処理中のため、ストレージ名を変更できませんでした。
処理が終わるまでお待ちください

SU0705
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仮想ドライ
ブ／バック
アップドラ
イブ

開始と終了に同じ時間を設定できません 指定された時間の開始と終了が同じため、保存できませんでした。開
始と終了の時間帯を正しく指定してください

-

このドライブは稼働中です：ドライブレター 既に仮想ドライブがマウントされていたため、マウントできませんで
した。マウントの状態を確認してください

SU0101

このドライブレターはすでに使用されています　【ド
ライブレター】

指定のドライブレターは有効でないためマウントできませんでした。
別のドライブレターを選択してください

LI0601
SU0201

ストレージが追加されていません ストレージが１つも追加されていないため、マウントできませんでし
た。ストレージを追加してください

LI0612
SU0212

ドライバエラー【詳細】 仮想ドライブの状態に問題があるため、マウントできませんでした。
問題が解消されない場合は OS を再起動してください

LI0602
SU0202

バックアップサービスが停止しています バックアップサービスが停止している状態です。Windows サービス
一覧より、VAULTBackupService を開始してください

-

バックアップストレージが追加されていませんバック
アップストレージを追加してください

バックアップストレージが１つも追加されていないため、バックアッ
プを ON にできませんでした。ストレージを追加してください

BU2551

バックアップするための容量が足りませんバックアッ
プストレージを追加してください

バックアップに必要となる容量が不足しているため、バックアップを
ON にできませんでした。十分な空き容量のあるストレージを追加し
てください

BU2552

ライブリカ
バリ

バックアップ機能がインストールされていません バックアップ機能がインストールされていないため、表示できません
でした。状態を確認してください

LR0051
LR0151
LR0251
LR0351
LR0451
LR0551
LR0651
LR0851
LR0951
LR1051
LR1151
LR1251

システムリ
カバリ

システムリカバリを実行することはできません 現在の状態がシステムリカバリモードでないため、システムリカバリ
を実行できませんでした。状態を確認してください

BU1751

ここにはバックアップデータが存在しません バックアップデータが１件も存在しないため、システムリカバリを実
行できませんでした。インストーラにて他のバックアップデータを選
択するか、新規インストールを選択してください

BU1701

既にシステムリカバリを実施しています システムリカバリが既に実行されているため、実行できませんでした。
状態を確認ください

BU1702

ライセンス ログイン ID を入力してください ログイン ID が未入力のため、カスタマーズ・スクエアにログインで
きませんでした。ログイン ID を入力してください

-

パスワードを入力してください パスワードが未入力のため、カスタマーズ・スクエアにログインでき
ませんでした。パスワードを入力してください

-

メールアドレスとパスワードを正しく入力してくださ
い

認証に失敗したため、カスタマーズ・スクエアにログインできません
でした。ログイン ID とパスワードを確認してください

OL1001
OL1002

ログイン情報が取得できませんでした
恐れ入りますがこのウィンドウを閉じてもう一度始め
からやり直してください

カスタマーズ・スクエアへの接続がタイムアウトしているため、処理
を実行できませんでした。登録を初めからやり直してください

-

ライセンスコードを入力してください ライセンスコードが未入力のため、登録できませんでした。ライセン
スコードを入力してください

-

このライセンスはお使いのマシンの OS に対応してお
りません

実行されている OS が選択されたライセンスによって許可している
OS と異なるため、登録できませんでした。適切なライセンスを選択
してください

OL3005

このライセンスは既に失効しています ライセンスの有効期限が切れているか、ライセンスに含まれる識別情
報が実行環境と異なるため、登録できませんでした。ライセンスファ
イルを確認してください

LI0301

ファイルにライセンス情報が含まれていませんアク
ティベーションできませんでした

OEM ライセンス発行に必要となる情報が取得できないため、登録す
ることができませんでした。インストールマシンを確認してください

OL3920
OL3921
OL3922
OL3923

ライセンスが失効していますライセンス登録ボタンよ
り有効なライセンスファイルをご登録ください

ライセンス失効している状態です。適切なライセンスを登録してくだ
さい

-

ライセンスコード 【ライセンスコード】　は使用期限が
切れています

ライセンスコードの使用期限が切れているため、登録できませんでし
た。別のライセンスコードを登録してください

OL50010
OL50020

ライセンスコードはアクティベーション可能回数が 0
のため使用できません

アクティベーションの上限値を超えたため、登録できませんでした。
再アクティベーションは年間 5 回まで可能です。アクティベーション
可能回数を確認してください

OL41027

ライセンスコードを正しく入力してください 不正なライセンスコードが入力されたため、登録できませんでした。
ライセンスコードを確認してください

OL41031
OL41024
OL41026

入力されたライセンスコードはすでに使用されていま
す

ライセンスコードが使用済みのため、登録することができませんでし
た。別のライセンスコードを登録してください

OL41027

入力されたライセンスコードは無効です 正しいライセンスコードを入力してください OL41028

ライセンスファイルを選択してください ライセンスファイルが選択されていないため、登録できませんでした。
ライセンスファイルを選択後、時刻してください

-
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ライセンスを選択してください ライセンスが選択されていないため、登録できませんでした。ライセ
ンスを選択してください

-

現在のライセンスが無効化されているため、更新ライ
センスを登録できません。
お心当たりのない場合は、ライセンス購入元のサポー
ト窓口にお問い合わせください。

カスタマーズ・スクエアにてライセンスが無効に設定されているため、
ライセンスを登録できませんでした。ライセンスを確認してください

OL50027

ライセンスが失効しています ライセンスの有効期限が切れているか、ライセンスに含まれる識別情
報が実行環境と異なっている状態です。正しいライセンスを登録して
ください。

-

ライセンス制約違反です 現在の利用状況がライセンス違反となっているため、追加できません
でした。適切なライセンスを登録してください

BU12LI
BU16LI
BU17LI
BU22LI
BU25LI
BU27LI
LR05LI
LR06LI
LR08LI
LR10LI
ML02LI
SU01LI
SU02LI
SU06LI
SU07LI
SU09LI

メール SMTP サーバ名を入力してください SMTP サーバ名が未入力のため、テストできませんでした。SMTP サー
バ名を入力してください

-

送信先アドレスを入力してください 送信先アドレスが未入力のため、テストできませんでした。送信先ア
ドレスを入力してください

-

メールアドレスの形式が不正です メールアドレスの形式が不正のため、テストできませんでした。メー
ルアドレスを確認してください

ML0301

ユーザ名を入力してください 「ユーザ名とパスワードを使用する」が選択されている状態で、ユー
ザ名が未入力のため、設定できませんでした。ユーザ名を入力してく
ださい

-

パスワードを入力してください 「ユーザ名とパスワードを使用する」が選択されている状態で、パス
ワードが未入力のため、設定できませんでした。パスワードを設定し
てください

-

【SMTP エラー】 SMTP サーバへの送信に問題があるため、送信できませんでした。
SMTP サーバを確認ください

ML0302

【SMTP 接続エラー】 SMTP サーバとの接続に問題があるため、送信できませんでした。
SMTP サーバへの接続を確認ください

ML0303

メールを送信できませんでした　ライセンス制約違反
です

現在の利用状況がライセンス違反となっているため、追加できません
でした。適切なライセンスを登録してください

ML03LI

警 告・ 障 害
情報（警告・
障害）

現在発生している処理エラー、システム障害はありま
せん

警告・障害が発生していない状態です -

復元を保留しているファイルがあります 復元を保留している状態です -

yyyy/MM/dd HH:mm:ss 【 ス ト レ ー ジ 名 】 ... 「【 ボ
リュームラベル】」 とデータを同期中にエラーが発生し
ました

エラーのため、ストレージの取り込みに失敗しました。エラーログよ
り問題を解決し、実行してください

-

yyyy/MM/dd HH:mm:ss 【ストレージ名】 ... ストレー
ジに接続できません

ストレージに接続できない状態です。接続の問題を解消する必要があ
ります

-

yyyy/MM/dd HH:mm:ss 【ストレージ名】 ... ストレー
ジの使用容量が制限値を超えました

ストレージの物理使用量が 80％を超えています。他のストレージの
空き容量を確認し、不足している場合はストレージを追加し、ティア
リングによって状態が解消されるのをお待ちください

-

yyyy/MM/dd HH:mm:ss 【ストレージ名】 ... ストレー
ジを取り外し中にエラーが発生しました

エラーのため、ストレージの取り外しに失敗しました。エラーログよ
り問題を解決してください

-

不整合ファイルがあります 不整合ファイルが検出された状態です -

その他 【システムエラー】 予期しないエラーです。エラーが解消されない場合は、OS 再起動を
実行してください

-
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送信タイミング 状態 メール送信内容

ストレージ取り込み完

了時

成功 件名：

VVAULT 取り込み処理完了メール（マシン名） [ 正常 ]

本文：

ストレージ「◯◯○」の取り込み処理が正常に終了しました

取り込み開始時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

取り込み完了時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

失敗 件名：

VVAULT 取り込み処理完了メール（マシン名） [ エラー ]

本文：

ストレージ「◯◯○」の取り込み処理でエラーが発生しました

取り込み開始時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

取り込み完了時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

詳細は管理画面より処理エラーを参照してください

ストレージ取り外し完

了時

成功 件名：

VVAULT 取り外し処理完了メール（マシン名） [ 正常 ]

本文：

ストレージ「○○○」の取り外し処理が正常に終了しました

取り外し開始時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

取り外し完了時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

失敗 件名：

VVAULT 取り外し処理完了メール（マシン名） [ エラー ]

本文：

ストレージ「◯◯○」の取り外し処理でエラーが発生しました

取り外し開始時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

取り外し完了時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

詳細は管理画面より処理エラーを参照してください

バックアップストレー

ジ取り外し完了時

成功 件名：

VVAULT バックアップストレージ取り外し処理完了メール（マシン名） [ 正常 ]

本文：

ストレージ「○○○」の取り外し処理が正常に終了しました

バックアップストレージ取り外し開始時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

バックアップストレージ取り外し完了時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

失敗 件名：

VVAULT バックアップストレージ取り外し処理完了メール（マシン名） [ エラー ]

本文：

ストレージ「◯◯○」の取り外し処理でエラーが発生しました

取り外し開始時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

取り外し完了時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

詳細は管理画面より処理エラーを参照してください

ストレージ接続エラー

時

障害発生 件名：

VVAULT システム障害報告メール（マシン名）

本文：

システムで障害が見つかりました

　　　障害発生時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

　      障害内容：ストレージ「◯◯◯」に接続できませんでした

障害回復 件名：

VVAULT システム障害解決メール（マシン名）

本文：

システムで発生していた問題が解決されました

      障害解決時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

      内容：ストレージ「◯◯◯」の接続問題が解決しました

バックアップストレー

ジ接続エラー時

障害発生 件名：

VVAULT システム障害報告メール（マシン名）

本文：

システムで障害が見つかりました

　　　障害発生時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

　      障害内容：ストレージ「◯◯◯」に接続できませんでした

送信メール一覧
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障害回復 件名：

VVAULT システム障害解決メール（マシン名）

本文：

システムで発生していた問題が解決されました

      障害解決時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

      内容：ストレージ「◯◯◯」の接続問題が解決しました

ストレージ容量エラー

時

障害発生 件名：

VVAULT システム障害報告メール（マシン名）

本文：

システムで障害が見つかりました

　　　障害発生時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

　      障害内容：ストレージ「◯◯◯」の空き容量が推奨する制限値を超えました

障害回復 件名：

VVAULT システム障害解決メール（マシン名）

本文：

システムで発生していた問題が解決されました

      障害解決時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

      内容：ストレージ「◯◯◯」の空き容量が確保されました

バックアップドライブ

容量エラー時

障害発生 件名：

VVAULT システム障害報告メール（マシン名）

本文：

システムで障害が見つかりました

　　　障害発生時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

　      障害内容：バックアップドライブの空き容量が推奨する制限値を超えました

障害回復 件名：

VVAULT システム障害解決メール（マシン名）

本文：

システムで発生していた問題が解決されました

      障害解決時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

      内容：バックアップドライブの空き容量が確保されました

バックアップサービス

接続失敗時

障害発生 件名：

VVAULT システム障害報告メール（マシン名）

本文：

システムで障害が見つかりました

　　　障害発生時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

　      障害内容：バックアップサービスに接続できませんでした

障害回復 件名：

VVAULT システム障害解決メール（マシン名）

本文：

システムで発生していた問題が解決されました

      障害解決時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

      内容：バックアップサービスの接続問題が解決しました

データベース障害検出

時

障害発生 件名：

VVAULT システム障害報告メール（マシン名）

本文：

システムで障害が見つかりました

　　　障害発生時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

　      障害内容：データベースに接続できませんでした

障害回復 件名：

VVAULT システム障害解決メール（マシン名）

本文：

システムで発生していた問題が解決されました

      障害解決時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

      内容：データベースの接続問題が解決しました

不整合ファイル検出時 障害発生 件名：

VVAULT システム障害報告メール（マシン名）

本文：

システムで障害が見つかりました

　　　障害発生時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

　      障害内容：不整合ファイルを検出しました
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ラ イ ブ リ カ バ リ 保 留

ファイル検出時

障害発生 件名：

VVAULT システム障害報告メール（マシン名）

本文：

システムで障害が見つかりました

　　　障害発生時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

　      障害内容：保留ファイルを検出しました

システムリカバリ完了

時

完了 件名：

VVAULT システムリカバリ処理完了メール（マシン名） [ 正常 ]

本文：

システムリカバリ処理が正常に完了しました

システムリカバリ開始時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

システムリカバリ完了時刻 ： YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

システムリカバリ容量

不足時

障害発生 件名：

VVAULT システム障害報告メール（マシン名）

本文：

システムで障害が見つかりました

　　　障害発生時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

　      障害内容：システムリカバリ処理にてストレージの空き容量が不足しました

障害回復 件名：

VVAULT システム障害解決メール（マシン名）

本文：

システムで発生していた問題が解決されました

      障害解決時刻 ：YYYY/MM/DD HH24:MI:SS

      内容：システムリカバリ処理にてストレージの空き容量が確保されました
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VVAULT　ソフトウェア使用許諾契約書
本ソフトウェアの使用者（以下、「甲」といいます）は、甲がインストール済製品の電源を投入することにより、株式会社オレガ（以
下、「乙」といいます）が使用許諾権を有するプログラム（以下、「本件プログラム」といいます）及び運用マニュアル等の関連資
料（以下、「本件資料」といいます。本件プログラムと本件資料を合わせて「本件ソフトウェア」といいます。）についての使用許
諾契約を締結するものとします。

第１条（使用権の範囲）
乙は、甲に対して、乙が用意する本件プログラム稼動のための単一のコンピュータシステム（以下、

「本件システム」といいます）の下、及び日本国内で使用することを条件として、本件ソフトウェ
アの非独占的使用権を許諾します。

第２条（確認事項）
本契約の締結にあたり、甲は、乙又は乙の販売代理店等（以下、「ライセンサー」といいます）か
ら本件プログラムについての機能上の説明を、口頭、資料、実演等により十分受けたことを確認し
ます。

第３条（提供物件）
乙は、甲に対して本件ソフトウェアを、あらゆる種類の保証無く現状のまま提供します。また、乙
は商品性及び特定目的への適合性に関する暗示的保証を含めて、明示的及び暗示的な一切の保証を
行いません。

第４条（本契約の有効期間）
本契約は、本契約所定の条件に従い本契約が終了するまで有効に存続します。

第５条（対価）
甲は乙に対し、本契約第１条の使用権許諾の対価（以下、「本対価」といいます）を、別途甲乙、
若しくは甲ライセンサー間で定める金額及び条件によって支払うものとします。

２.　前項の本対価の支払い条件には、ライセンサー及びリース会社等の本契約当事者以外の者（以
下、「第三者」といいます）を経由する支払を含みます。但し、その場合、乙が本対価を受領した
時をもって支払いが完了したものとします。

３.　本対価は、本契約に定めが有る場合を除き、いかなる理由によっても返還されないものとしま
す。

第６条（保守サービス）
乙は甲に対して、乙が別途用意するカスタマーサポートサイト（以下、「サポートサイト」といいます）
を通じて、本件ソフトウェアの不具合の補修や使用方法の改良などについての情報を提供します。
但し、サポートサイトの提供は本件ソフトウェアの不具合の修正を保証するものではありません。

２.　甲はサポートサイトを通じて入手した最新の本件ソフトウェアを、本契約に基づいて本契約と
同じ条件で使用することができます。この場合、古い本件ソフトウェアについての使用権は終了し、
甲は第１４条に定める処置をとらなければなりません。

第７条（著作権）
乙は本件ソフトウェアの著作者であり、本件ソフトウェアが第三者の著作権等を侵害していないこ
とを、甲に対して保証します。

２.　本件プログラムは、本件ソフトウェアの配賦パッケージに含まれる GNU LESSER 
General Public License（LGPL）等のオープンソースソフトウェア（以下、「OSS」といい
ます）と連動して動作するものです。配布された OSS の著作権及び使用許諾については、配賦製
品内の各 OSS の著作権表記をご確認下さい。

第８条（免責）
乙による故意または重過失の場合を除き、本件ソフトウェアの使用に起因する一切の損害について、
乙は一切の責任を負いません。

２.　本件ソフトウェアを使用する際、用いるデータのバックアップを確保する責任は甲にあるもの
とし、本件ソフトウェアの使用に起因するデータの喪失について、乙は一切の責任を負いません。

第９条（禁止事項）
甲は、乙の書面による承諾を得ない限り本件ソフトウェアの全部または一部について、次の行為を
してはなりません。
①第三者に本件ソフトウェアを譲渡すること
②本契約に基づく使用許諾権を譲渡すること
③有償、無償を問わず第三者に本件ソフトウェアを貸与すること、又は使用させること
④本件ソフトウェアのアイデア、コンセプト、技術上の機密を第三者に開示すること
⑤第１０条に定める場合を除き、本件ソフトウェアを複製、変更、翻案等すること
⑥本件ソフトウェアに付された乙が著作者である旨の表示を廃棄、消去等すること
⑦本件ソフトウェアをリバースエンジニアリングすること
⑧本件ソフトウェアを第三者に担保として提供すること

第１０条（本件ソフトウェアの複製）

甲は、本件プログラムについて、本件ソフトウェアの破損等に備えるために保有する目的に限り、
機械が読み取れる形で本件ソフトウェアの全部または一部を１つに限り複製することができます。

２.　前項の複製物を、本件システム以外の別のコンピュータシステムで追加的に使用する場合に
は、新たに本件ソフトウェアについての別の使用許諾契約を締結しなければなりません。

３.　本契約が終了した場合、甲は、本条第１項の複製物についても第１2 条に定める処置をとら
なければなりません。

第１１条（運用責任）
甲は、本件プログラム等の使用につき、下記の事項を含め、一切の管理監督の責任を負うものとし
ます。
①本件プログラムを正常に稼働させるための機械の維持管理
②本件プログラム及び機械の不稼動、不完全稼働にそなえた代替処理方法、バックアップ対策の確
立並びに対応要員の確保

第１２条（契約終了後の措置）
本契約が終了した場合、終了原因のいかんを問わず、甲は、本契約終了の日から３０日以内に本件
ソフトウェア及びその複製物を破棄しなければなりません。

２.　本契約終了の終了原因及び終了時期のいかんを問わず、甲は、本件ソフトウェアの使用料の返
還を求めることはできません。

第１３条（機密保持）
乙は、本契約の締結に関連して知り得た甲の技術、財務、生産、営業等の機密を保持する義務を負
います。

２.　甲は、本件ソフトウェアについてのアイデア、ノウハウ等の技術的機密について保持する義務
を負います。

３.　前二項の規定は、本契約の終了後も有効に存続します。

第１４条（権利義務の譲渡禁止）
甲及び乙は、互いに相手方の事前の書面による同意なくして、本契約の地位を第三者に承継させ、
あるいは本契約から生じる権利義務の全部又は一部を第三者に譲渡し若しくは引き受けさせ又は担
保に供してはなりません。

第１５条（解約）
甲及び乙は、相手方が次の各号の一つにでも該当した場合、何らの催告を要せず本契約を将来に向
かって解除することができます。
①本契約のいずれかの条項に違反し、相当期間内に改善されない場合
②支払いの停止又は仮差押さえ、差押さえ、競売、破産、民事再生手続又は会社更生手続、会社整
理開始、特別清算開始の申し立てがあったとき

第１６条（管轄裁判所）
本契約に関する訴訟については東京地方裁判所をもって専属的合意管轄裁判所とします。

第１７条（一般条項）
いずれの当事者も、天災地変、労働争議、暴動、戦争行為、法律の制定・改廃、その他その合理的
支配を越える事由により本契約上の義務の履行が遅滞あるいは不可能となった場合、それにより相
手方に生じた損害については免責されます。

２.　本契約は、本件ソフトウェアの使用権の許諾に関する甲乙間の唯一の合意を構成します。本契
約の締結の前後を問わず、甲乙間で本契約と異なる合意が為された場合においても、当該合意が本
契約書を明確に特定した書面にて証されない限り、当該合意は何ら効力をもたないものとします。

３.　本契約に定めのない事項及び本契約の各条項に疑義を生じた事項については、甲、乙信義誠実
の原則に基づいて協議し、円満に解決するものとします。

以上
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アフターサービス

必ず以下の内容をご確認ください
弊社サポートページのQ&Aを参照
　　http://www.iodata.jp/support/

最新のドライバソフト等をダウンロード
　　http://www.iodata.jp/lib/

それでも解決できない場合は、サポートセンターへ

< ご用意いただく情報 >　製品名 / パソコンの型番 ･OS

ご提供いただいた個人情報は、製品のお問合せなどアフターサービス及び顧客満足度向上のアン
ケート以外の目的には利用いたしません。また、これらの利用目的の達成に必要な範囲内で業務
を委託する場合を除き、お客様の同意なく第三者へ提供、または第三者と共同して利用いたしま
せん。

お問い合わせについて

※受付時間　9：00～17：00　月～金曜日（祝祭日をのぞく）

http://www.iodata.jp/support/インターネット :

電話 :

FAX :

VVAULT をご利用のうえでご不明な点がある場合は、VVAULT インストール時に合わせてイン
ストールされる製品マニュアルをご参照ください。

（［スタート］→［すべてのプログラム］→［VVAULT］→［製品マニュアル］）
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【ご注意】
1)　VVAULT は株式会社オレガの著作物です。本書は株式会社アイ・オー・データ機器の著作物です。 

したがって、本製品及び本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁じら
れています。

2)　本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器システムなどの人命に関
る設備や機器、及び海底中継器、宇宙衛星などの高度な信頼性を必要とする設備や機器としての使用また
はこれらに組み込んでの使用は意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品
を使用され、本製品の故障により、人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても、弊社ではいかな
る責任も負いかねます。設備や機器、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延焼対策設計、誤動作
防止設計など、安全設計に万全を期されるようご注意願います。

3)　本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切の責任を負いかねます。 
また、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サポート、及びアフターサービス等を行っておりませんの
で、予めご了承ください。(This product is for use only in Japan. We bear no responsibility 
for any damages or losses arising from use of, or inability to use, this product outside 
Japan and provide no technical support or after-service for this product outside 
Japan.)

4)　本製品は「外国為替及び外国貿易法」の規定により輸出規制製品に該当する場合があります。 
国外に持ち出す際には、日本国政府の輸出許可申請などの手続きが必要になる場合があります。

5)　本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承くださ
い。

● I-O DATA は、株式会社アイ・オー・データ機器の登録商標です。
● VVAULT は、株式会社オレガの登録商標です。
● Microsoft、Windows、Windows Vista および Windows Server は、米国または他国における
　 Microsoft Corporation の登録商標です。
● その他、一般に会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。
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